
平成30年1月末現在の
人口の動き

●人口　 14,165人（前月比−12人）	男 7,074人（−10人）	 ●外国人人口 157人（前月比＋7人）男 83人（＋2人）女 74人（＋5人）
　（外国籍除く） 　（前年比＋22人）	女 7,091人（−2人）	 ●世帯数 4,575世帯（外国人のみの世帯含む）

March  No.5003広報せいろう
2018

　ひな祭りを前に、こども園では雛人形が飾
られました。今月の表紙を飾るのはきれいに
雛人形を並べてくれた、亀代こども園年長組
の女の子たち。
　町の子どもたちの健やかな成長をお祈りし
ます。

町のイメージキャラクター

百合若 はなちゃん緑丸

３月３日はひな祭り
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広報せいろう５００号達成！
　聖籠町の行政情報誌として、毎月皆さんのご家庭にお配りしています「広報せいろう」が、このたび５００号を迎え
ました。これを記念して、「広報せいろう」のあゆみを振り返ってみました。
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第24号（昭和52年10月号）
　聖籠町が「町」となって初
めての広報。昨年、町制施行
40 周年を迎えたことを考え
ると、歴史を感じます。第100号（昭和59年12月号）

　表紙では、当時の長谷川町長
立ち合いのもと、別行集落と県
との移転調印が行われた様子が
伝えられました。また、新発田
川放水路の起工式の様子などが
掲載されていました。

第300号（平成13年7月号）
　全国的に市町村合併の動きが
活発に。この頃の広報では、合
併によるメリットや課題などを
シリーズとしてお伝えしてきま
した。その後、平成 14 年に聖
籠町は「当面は合併しない」と
表明しています。

第400号（平成21年11月号）
　「トキめき新潟国体」の様子
を特集しました。本町は、サッ
カー、セーリング、フェンシン
グの各競技の会場となり、熱戦
が繰り広げられました。

第200号（平成5年3月号）
　表紙は、弁天潟の冬のお客「白
鳥」たちとの別れの季節を掲
載。また、特集として、生産性
の高い水田営農をめざす対策に
ついての紹介記事が掲載されま
した。

第155号
（平成元年７月号）
　「待ち望んでいた町
民会館が完成」。この年
の６月７日に町民会館
の完成式が行われた様
子を掲載しています。
　町民会館は今年で開
館 30 周年を迎えます。

第257号
（平成9年12月号）
　町のイメージキャラ
クター「緑丸」が誕生
し、広報に初登場。元
気いっぱいで親しみや
すいキャラクターとし
て今も活躍しています。
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服装 普段よりだらしなく見える

姿勢 前屈姿勢になりがち

振る舞い
緩慢、自発性に乏しい

落ち着きがなくイライラしている

表情 苦しそうな・悲しそうな・憂鬱そうな

話し方 口数が乏しい、声が小さい

話の内容 悲観的、否定的

　聖籠町は、悲しいことに自殺をする人が多く、年によっては
県内でも上位になることがあります。
　過去 46 年間の月別自殺者数をみると、３月から５月にかけて
自殺者数が多いのが特徴といえます。
　春は、進学や就職・転勤・退職など職場環境・家庭環境の変
化が多い時期です。環境や生活の変化に伴い、「からだ」だけで
なく 「こころ」も疲れをためやすい時期なのです。この疲れが
適切に処理できないと、最悪の場合、大切な命を自ら断ってし
まうことにつながることもあります。
　自分だけでなく、周りの人のいつもと違う変化に早めに気づき、寄り添い、時に専門職に相談することも
自殺予防の第一歩。大切な人の悩みに気づき、社会全体で自殺を防ぎましょう。
【相談先】

■ 保健福祉課（町保健福祉センター内）	 ０２５４（２７）６５１１
■ 新潟県新発田地域振興局健康福祉環境部 地域保健課	 ０２５４（２６）９１３３
■ 新潟県下越地域いのちとこころの支援センター	 ０２５４（２８）８８８０
■ 新潟こころの相談ダイヤル	 ０５７０（７８３）０２５
■ 新潟県ホームページ　http://www.pref.niigata.lg.jp　⇒『新潟県心のセーフティーネット』で検索

月別自殺者数（昭和47年～平成29年11月）
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3月は「新潟県自殺対策強化月間」です

まず相談

に寄り添う人がいる心
あなた

（健康せいろう 21 計画　緑丸の健康 10 か条より）

くよくよ悩まず、

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎ 27－ 6511

脳と心を元気にする生活のポイント①
脳と心を元気にする生活のポイント②

こころの不調な方が近くにいたら…身近な人の
変化に気づく
目を…

自分で
少し意識して
みよう！

外見から推定されるうつ状態

ちょっとした自分のクセありませんか？
言葉づかいを考えてみよう！
　①「いつも～」
　　　いつも失敗する → 今回は失敗した
　②「絶対に～」
　　　絶対にダメだ → ダメだったこともある
　③「みんな～」　　
　　　みんなと合わない → ○○さんとは合わない

● 周囲の人にできる一番のサポートは、うつ病が
単にこころの問題ではなく、治療が必要な病気
であることを理解する

● 「頑張って」は逆効果
● 考えや決断を求めない
● ゆっくり休ませる
● 医療機関に付き添う
● 薬の服用の確認
● 周囲の方も一人で悩まず、専門職などに相談する

● １日１個よかった事を思い出す
● 規則正しい生活
　 睡眠 ／３度の食事 ／ 定期的な内服
● 仕事のない人も１日１回の外出
● １日に家族を含めて３人以上と話す
● 元気が出たらグループ活動の場へ
● 家族と楽しい雰囲気で食事をする
● 簡単でも良いから日記をつける
　 　　　　　　　　　　　　　　　などなど
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私たちの町の「健康」を考えよう
～ 健康寿命の延伸（生涯健康に暮らせるまちづくり）をめざして ～
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②HbA1c要受診判定値者割合

県平均 聖籠町

なぜ聖籠町は高血圧・糖尿病の疑いのある方が多い？その背景には・・・・

聖籠町は、高血圧・糖尿病の疑いのある方が多い！！
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③毎日飲酒する人の割合（男女合計）
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④多量飲酒（2合以上）する人の割合（男女合計）
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【聖籠町国民健康保険特定健診の結果より】
・血圧が要受診判定だった人の割合は、新潟県全体では、減少傾向にあるにもかかわらず、聖籠町は横ばい

傾向で、新潟県平均よりも多いです。（グラフ①）
・HbA1c（糖代謝）が要受診判定だった人の割合も、聖籠町は新潟県平均より高く、増加傾向にあります。
（グラフ②）

【聖籠町国民健康保険特定健診
の質問票より】

・毎日飲酒者割合は、県平均よ
り高く、県内 30 市町村中 4
番目に多い。（グラフ③）

・多量飲酒者割合も県平均より
高く、県内で 2 番目に多い。

（グラフ④）

・毎日飲酒者、多量飲酒者両方
とも多いのは聖籠町だけ！

・男女別の順位では、男性は毎
日飲酒の割合が県内第 1 位！

例えばアルコール
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健診結果活用塾�

働き盛り男性訪問事業第Ⅱ期� 糖尿病予防・重症化予防教室�

高血圧・糖尿病の重症化は、全身の血管を痛め、「脳血管疾患」や糖尿病性腎症・腎
硬化症などの「腎臓病」の発症リスクを高める！！他人ごとではなく、家族のみな
さん・地域のみなさんで考え、重症化を防ごう！
聖籠町の健康課題をより多くの町民と共有し、一緒に考えたい、それぞれの家庭で
生活の振り返りをしてもらいたいと保健事業を展開しています。平成29年度の取
り組みをご紹介します。

春と秋で延べ 180 人の参加がありました。20 代～ 80
代の幅広い年代に参加いただき、町の健康、自分自身
の健康を考える機会となりました。参加者は、活用塾
の内容を家庭や地域でも話題にしてくれたようです。

今年度は山倉小学校区の 48・49 歳になる男性を対象
に訪問させていただきました。お仕事のことや健康の
ことなど多くの貴重な話をいただきましたので、今後
の保健事業に反映させていく予定です。

町健診・国保人間ドックの受診者で、糖代謝異常
のあった方を対象にした教室を今年度から開催し
ました。

平成 30 年度も保健事業をさらに充実させていきますので、ぜひお誘いあってご参加ください。

地場物産館では地元野菜とコラボした、減塩特設コ
ーナーを設置しました。
聖籠観音の湯「ざぶ～ん」では、保健福祉課と協働
考案したヘル塩減塩定食の提供を行い好評でした！

さくらんぼ祭り会場でも PR コーナーを設置しました

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）保健師・管理栄養士　☎２７－６５１１

7月は美味しく減塩月間＆健康づくり支援店連携事業�

男しょも女しょも
よう飲むもんな～！
聖籠町は正直すぎる
んじゃないか？

働き盛りの若い人
たちが本当に心配だ！
我が家の若手も

「太郎さん一家」と
おんなじだ。

晩酌する人は、つまみにも味の濃いものを好んで
食べている傾向がありますね！
濃い味に慣れてしまっている人も多いかも・・・
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①認知症サポーター養成講座　� 認
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　認知症を考えサポートできるように、地域住民を対象に認知症サポーター養成講座を
行っています。認知症はどんな病気なのか？地域でどんなお手伝いがあると自宅で生活
を続けられるのかを一緒に考える講座です。

１月に町内３小学校で「認知症サポーター養成講座」を実施しました。
　認知症は、誰でも発症する可能性のある病気です。認知症の人には認知症を正しく理
解し支えてくれる家族や地域の人が必要です。認知症の人や家族を優しく見守ることが
できる応援者として６年生を対象に講座を行いました。講座の内容を一部紹介します。

●グループで話し合い「歳をとって良いこと・困ること」
　良いことは、年金がもらえる・町の人と仲良くできる・昔のことをいっぱい知っているなど
　困ることは、腰がいたくなる・病気にかかりやすい・すぐに疲れる・物忘れなど

●物忘れは、老化による物忘れと認知症という病気による物忘れがあり、病気による物
忘れは、脳の変化から起きる物忘れのため、忘れたくなくても忘れてしまうことを伝
えました。

●寸劇
　「認知症のおばあちゃんが食事をしたこと
を忘れて、すぐに食べたがる」という劇をお
ばあちゃんの立場に立って観てもらいました。
自分がおばあちゃんだったら、どう声かけを
してもらいたいかを確認しました。

●当事者の手紙
　認知症当事者の気持ちを知るために、４５
歳で認知症の病気を発症した人のお手紙を読
みました。認知症という病気で忘れることは
あるけれど、人の役に立ちたい・自分のこと
は自分でしたいという気持ちも私たちと変わ
らないということがわかりました。

●私にも、90 歳のひいおばあちゃんがいるので、今は元気ですが、もし認知症にな
ったら責めないで病気ということを理解して、優しく接していきたいです。

●認知症という病気はなった人も大変だし、その人への関わり方がちゃんとしない
と認知症の人が困ってしまうということがわかった。

●私は、授業を受けて「私たちと気持ちは一緒なんだ」とわかって、「認知症のみ
なさまが安心できる社会ができたらいいな～」と思いました。困っている方がい
たら、まよわず助けてあげたいと思いました。

●私のひいおばあちゃんが認知症になって、ご飯を食べても「食べていない」とい
うことは何回もありました。なので、その時「つくってもらおうね」といいました。
そうすると、劇で見たようになっていたので正しいことがわかりました。

　子どもたちには、認知症が病気ということ、どのような対応をすると認知症の人が落
ち着いた生活ができるのかを考える機会になりました。

↑自分たちには何ができるのか、
　熱心に話を聞く子どもたち

＜講座を受けて、子どもたちから感想が寄せられました。＞
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②オレンジカフェなごみ　�

③介護する家族のつどい　�

　認知症の人もそうでない人も、認知症に関心のある人ならどなたでも参加できます。体操したり、昔話をしたり、
お菓子を食べながらゆっくりと交流を楽しんでいます。「もっと人とふれ合う機会がほしい」、「たまに気分転換し
たい」、「認知症をもっと知りたい」という方、ぜひご参加ください。

　認知症介護のことで「相談したいけど誰にすれ
ば…」、「悩みを分かち合いたい」、「どういうサー
ビスが受けられるのだろう」など、同じような悩
みを抱える介護者が集まって話をする場所です。
一人で抱えて悩まず、介護をしている人とお話し
しませんか？
　ご参加をお待ちしています。

※１ 丹野智文さん
　１９７４年、宮城県生まれ。39 歳で若年性アルツハイマー型認知症と診断を受ける。２０１５年から、認知症の人が不安を持つ当事者の
相談を受ける「おれんじドア」を仙台市で毎月、開いている。著書に、「丹野智文　笑顔で生きる　－認知症とともに－」（文芸春秋）。

認知症についての相談・認知症サポーター講座についてのお問い合わせはこちらへ
町地域包括支援センター（町保健福祉センター内）☎２７－６５２１

認知症について一緒に考えませんか？～阿賀北地区　認知症市民フォーラム～
テーマ：「認知症とアルツハイマー病って
　　　　　　　　　　　　　　　どう違うの？」
講　師：新潟大学　春日健作特任教授

日　　時：３月 10 日（土）午後１時 30 分～３時
場　　所：町文化会館
参 加 費：無料
申し込み：不要　

　39 歳で認知症になった、丹
たん

野
の

智
とも

文
ふみ

さん※1 が、以前新発田市での講演会の中で、こう話していました。「認知症
は恥ずかしい病気ではありません。病気をオープンにすることで人の協力がもらえるのです。人と人のつながり、
周りの環境が大切で、何かしてもらうことではなく、一緒に何かをするパートナーが必要なのです。」
　認知症という病気は、忘れることを治すことができなくても、周りの人が優しく声をかけることで穏やかに過
ごすことができます。今後も誰もが笑顔で過ごせるまちづくりを行っていきます。

日時：毎月第３月曜日（祝日と重なる日は変更します）
　　　午後１時 30 分～３時
場所：なごみの家
※今後の開催予定
　３月 19 日（月）、４月 16 日（月）、５月 21 日（月）
　６月 18 日（月）、７月 23 日（月）、８月 20 日（月）
　９月 10 日（月）

日時：毎月第２月曜日（祝日と重なる日は変更します）
　　　午前 10 時～正午
場所：町保健福祉センター
※今後の開催予定
　３月 12 日（月）、４月９日（月）、５月 14 日（月）
　６月 11 日（月）、７月９日（月）、８月６日（月）
　９月３日（月）
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１　
サ
ー
ク
ル
道
美
新

　
　
　
　
　
　
（
み
ち
び
し
ん
）

①
道
賀
新
田
集
落

内
、
周
辺
道
路
な

ど
／
②
散
乱
ご
み

の
拾
い
集
め
、
草

花
な
ど
の
植
栽
・

管
理
／
③
集
中
作

業
や
当
番
制
を
設

け
ず
自
主
性
を
尊

重
し
て
お
り
、
会
員
に
は
無
理
な
く

活
動
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
道
美
新
は
集
落
を
訪
れ
る

人
、
通
過
す
る
人
を
花
で
歓
迎
し
ま

す
。

２　
桃
山
集
落①

桃
山
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
／
②
草
花
な
ど
の
植

栽
・
管
理
／
③
集
落
の

大
勢
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
和
や
か
な
雰
囲

気
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
集
落
の
中
心
に
有
り
、
通
勤

通
学
な
ど
で
大
変
交
通
量
も
多
く
、
ま
た

近
く
に
は
資
源
ゴ
ミ
な
ど
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
も
有
り
、
毎
日
の
よ
う
に
人
も
集
ま
る

所
で
す
。
そ
の
度
に
、
き
れ
い
に
咲
い
た

花
を
見
て
気
持
ち
が
安
ら
い
で
貰
え
た
ら

幸
い
に
思
い
ま
す
。

３　
ぐ
り
～
ん
☆
ス
タ
ー

①
町
学
校
共
同
調

理
場
脇
の
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
／
②
散

乱
ご
み
の
拾
い
集

め
、
草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理
／

③
「
自
分
た
ち
の

ペ
ー
ス
で
頑
張
ろ

う
！
」
を
合
言
葉

に
、
忙
し
い
合
間
を
縫
い
活
動
し
て

い
ま
す
。
活
動
で
得
た
マ
マ
友
た
ち

の
繋
が
り
や
、
地
域
か
ら
の
反
響
の

声
が
、継
続
の
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４　
外
畑
フ
ラ
ワ
ー
会

①
外
畑
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
内
／
②
草

花
な
ど
の
植
栽
・
管
理
／
③
「
さ
わ

や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の

活
動
を
知
り
、

草
が
生
え
放

題
だ
っ
た
場

所
に
、
花
好

き
が
集
ま
り

花
壇
を
作
り

ま
し
た
。
今

で
は
「
憩
の

広
場
」
に
な

り
ま
し
た
。

５　
聖
籠
町
建
設
業
協
会

①
役
場
前
歩

道
／
②
草
花

な
ど
の
植
栽
・

管
理
／
③
建

設
業
協
会
は
、

公
共
の
福
祉

に
貢
献
す
る

こ
と
も
積
極

的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
内
の
美
化
の
活
動
に

参
加
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

６　
㈱
岩
測
設
計

①
三
賀
・
追
分
交
差
点
周
辺
／
②
散

乱
ご
み
の
拾
い
集
め
、
草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理
／
③
地
域
貢
献
の
一
環

と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

花
や
緑
の
木

を
見
る
と
和

ん
で
い
た
だ

け
る
と
思
い

ま
す
。

活動団体一覧（平成30年2月1日現在）
№ 団体名 活動開始
1 サークル道美新（みちびしん） 平成25年5月
2 桃山集落 　 〃　　5月
3 ぐり～ん☆スター 　 〃　　5月
4 外畑フラワー会 　 〃　　6月
5 聖籠町建設業協会 　 〃　　6月
6 ㈱岩測設計 　 〃　　6月
7 汐美台自治会 　 〃　　6月
8 亀塚花と緑の会 　 〃　　7月
9 曽根建㈱ 　 〃　　7月
10 介護老人保健施設　汐彩の郷 　 〃　　9月
11 図書館ネット i せいろう 平成26年4月
12 ㈲イマイトランスポート 　 〃　　6月
13 ㈲高橋建材 平成27年3月
14 ㈲ヒグチ不動産 　 〃　　4月
15 東高建機作業㈱ 　 〃　　5月
16 愛花の会 　 〃　　6月
17 丸潟花クラブ 　 〃　　7月
18 蓮潟自治会 平成28年4月
19 聖籠第一設備 　 〃　　4月
20 聖籠まごころの里 　 〃　　5月
21 ㈱イシイコーポレーション 　 〃　　5月
22 山三賀有志の会 平成29年5月
23 NPO海レクサポートせいろう 　 〃　　5月
24 東北電力㈱東新潟火力発電所 　 〃　 11月

わ
れ
ら
環
境
美
化
隊
！

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
聖
籠
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
事
業
」。

　

地
域
と
町
と
が
協
力
し
あ
い
、「
身
近
な
地
域
の
環
境
美
化
は
自

分
た
ち
で
行
う
」
こ
と
を
目
指
し
た
こ
の
活
動
に
、
多
く
の
団
体
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
各
団
体
の
取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

随時、道路・公園などの環境美化に取り組む団体を募集しています！

　

町
民
と
町
が
協
働
で
進

め
る
環
境
美
化
へ
の
取
り

組
み
で
す
。

　

道
路
、
公
園
・
緑
地
な

ど
公
共
施
設
の
環
境
美
化

（
草
花
の
植
栽
・
管
理
、

散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草

な
ど
）
に
団
体
（
グ
ル
ー

プ
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

町
が
そ
の
活
動
を
支
援
・

Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
す
。

【
支
援
・
Ｐ
Ｒ
の
例
】

・
種
苗
、
ご
み
袋
、
肥

料
な
ど
の
提
供

・
じ
ょ
う
ろ
、
草
刈
り

機
な
ど
の
貸
与

・
傷
害
補
償
保
険
の
適

用
・
看
板
の
設
置
（
適
当

な
設
置
場
所
が
あ
る

場
合
）

・
広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
紹
介

聖
籠
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業

団
体
紹
介
の

　
　  

見
か
た

番
号　
団
体
名

①
活
動
場
所

②
主
な
内
容

③
自
己
Ｐ
Ｒ
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７　
汐
美
台
自
治
会①

汐
美
台
公

園
前
緑
地
、

集
落
内
歩
道

の
街
路
樹
／

②
除
草
、
草

花
な
ど
の
植

栽
・
管
理
／

③
活
動
は
ま

だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
で
す
が
、

集
落
が
華
や
か
に
な
る
よ
う
、
少
し

ず
つ
で
す
が
緑
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

８　
亀
塚
花
と
緑
の
会

①
亀
塚
集
落
内
、
幹
線
町
道
歩
道
の

街
路
樹
／
②
草
花
な
ど
の
植
栽
・
管

理
／
③
亀
塚
集
落
は
、
都
市
計
画
に

よ
り
整
備
さ
れ
、
生
活
環
境
に
恵
ま

れ
、
花
や
緑
を
ど
ん
ど
ん
増
や
せ
る

良
い
環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、

集
落
の
有
志
の
協

力
を
も
っ
て
街
路

樹
（
イ
チ
ョ
ウ
）

の
黄
金
の
色
彩
と

花
の
植
栽
か
ら
環

境
美
化
運
動
の
集

落
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

９　
曽
根
建
㈱

①
集
落
内
歩

道
の
街
路
樹

／
②
散
乱
ご

み
の
拾
い
集

め
／
③
当
社

は
蓮
潟
集
落

内
に
あ
り
、

地
域
環
境
美

化
活
動
と
し

て
十
数
年
来
、

毎
月
道
路
清

掃
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業

が
始
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、
活
動
団

体
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。

10　
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
汐
彩
の
郷

①
施
設
周
辺
の
道
路
と
敷
地
の
外
周

／
②
草
花
な
ど
の
植
栽
・
管
理
、
松

葉
拾
い
、
ご
み
拾
い
／
③
事
業
を
通

じ
て
、花
や
植
物
が
増
え
る
こ
と
で
、

ご
利
用
者
、

地
域
の
方
々

の
笑
顔
が
増

え
、
明
る
い

町
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る

よ
う
に
活
動

を
続
け
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

11　
聖
籠
町
立
図
書
館
内

　
図
書
館
ネ
ッ
ト
ｉ
せ
い
ろ
う

①
図
書
館
前
歩
道
と

敷
地
内
の
花
壇
／
②

散
乱
ご
み
の
収
集
・

廃
棄
、
草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理
／
③
活

動
当
初
に
比
べ
花
壇

の
面
積
も
増
え
、
町

か
ら
支
給
さ
れ
た
苗

だ
け
で
な
く
、
会
員
で
種
や
苗
を
持
ち
寄

っ
て
花
壇
で
育
て
、
手
間
の
か
か
ら
な
い

宿
根
草
中
心
と
し
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
花
壇

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
訪
れ

る
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
和
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

12 

㈲
イ
マ
イ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

①
国
道
１
１
３
号
線
の
歩
道
／
②
除

草
、
草
花
な
ど
の
植
栽
・
管
理
／
③

登
下
校
で
多
く
の
子
ど
も
達
の
通
る

こ
の
場
所
に
、き
れ
い
な
花
を
植
え
、

管
理
す
る
こ
と
で
町
の
環
境
美
化
を

め
ざ
し
、
私
た
ち
の
手
で
で
き
る
こ

と
は
少
し
で
も
・・

と
い
う
思
い
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

子
供
が
見
て
喜
ん

で
く
れ
る
の
が
一

番
う
れ
し
い
で
す
。

13　
㈲
高
橋
建
材

①
山
辺
川
線
次
第
浜
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
／
②
散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、

草
花
な
ど
の
植
栽
・
管
理
／
③
「
一

時
の
安
ら
ぎ

の
場
」
地
域

の
環
境
美
化

の
た
め
取
り

組
み
ま
し
た
。

14　
㈲
ヒ
グ
チ
不
動
産①藤

寄
交
差

点
周
辺
／
②

散
乱
ご
み
の

収
集
、除
草
、

草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理

／
③
花
の
植

栽
後
、
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て

が
減
り
ま
し

た
。
楽
し
み
な
が
ら
清
掃
活
動
を
は

じ
め
、
美
し
い
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

15　
東
高
建
機
作
業
㈱

①
山
辺
川
線
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
交
差
点
周
辺
／
②
散
乱
ご

み
の
収
集
、除
草
、草
花
な
ど
の
植
栽
・

管
理
／
③
以
前
か
ら
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
活
動
に

声
を
掛
け
て
い
た

だ
い
て
出
来
る
こ

と
か
ら
始
め
て
い

ま
す
。｢

私
た
ち

の
活
動
が
少
し
で

も
環
境
美
化
に
繋

が
れ
ば
！｣

そ
ん

な
想
い
で
事
業
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

16　
愛
花
の
会

①
亀
代
郵
便
局
前

植
栽
帯
／
②
除
草
、

草
花
な
ど
の
植
栽
・

管
理
／
③
花
を
植

え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、水
の
大
切
さ
・

成
長
を
感
じ
そ
れ

が
癒
し
と
な
り
心

の
ビ
タ
ミ
ン
剤
と
な
り
、
と
て
も
良

い
相
乗
効
果
で
日
々
、
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
通
学
路
で
も
あ
る
た
め
男
の

子
た
ち
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
も
良
い
で
す
。

17　
丸
潟
花
ク
ラ
ブ

①
丸
潟
集
落
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
こ
ど
も
園
バ
ス
停
付
近
／
②
散

乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、
草
花
な
ど

の
植
栽
・
管
理
／
③
こ
れ
か
ら
も
っ

と
き
れ
い
な
花
園
に
し
、
皆
さ
ん
の

立
ち
寄
る
場
に
し

て
い
き
ま
す
。
常

に
集
ま
る
と
き
は

日
曜
日
な
の
で
、

年
齢
問
わ
ず
も
っ

と
参
加
者
を
増
や

し
て
い
き
た
い
で

す
。

18　
蓮
潟
自
治
会

①
蓮
潟
第
２
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
／
②

除
草
、
草
花
な
ど
の
植
栽
・
管
理
／

③
仲
間
同
士
で
楽
し
く
作
業
を
し
て

い
ま
す
。
き

っ
と
和
ん
で

い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

19  

㈱
聖
籠
第
一
設
備

①
網
代
浜
国
道
県
道
交
差
点
周
辺
／

②
散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、
草
花

な
ど
の
植
栽
・
管
理
／
③
平
成
28
年

4
月
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
国
道

と
県
道
が
交
わ
っ
て
い
る
場
所
の
清

掃
活
動
と
花
の
植
栽
を
行
い
ま
す
。

多
く
の
人
や
車
が
通
る
道
で
す
の
で

気
持
ち
よ
く
通
れ

る
よ
う
、
聖
籠
町

が
緑
の
豊
か
な
町

だ
と
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
と
の

思
い
で
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

20　
聖
籠
ま
ご
こ
ろ
の
里

①
施
設
周
辺
歩
道
／
②
散
乱
ご
み
の

収
集
、
除
草
、
草
花
な
ど
の
植
栽
・

管
理
／
③
平
成
26
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
介
護
施
設
で
す
。
歳
を
と
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮

ら
す
た
め
に
、
地
域
の
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。
花
を

植
え
た
ら
道
路
も

気
持
ち
も
明
る
く

な
り
、
ま
す
ま
す

元
気
に
頑
張
れ
そ

う
で
す
。

21　
㈱
イ
シ
イ

　
　
　
　
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

①
事
業
所
に
面
し

て
い
る
周
辺
道
路

お
よ
び
花
壇
／
②

散
乱
ご
み
の
収
集
、

除
草
、
草
花
な
ど

の
植
栽
・
管
理
／

③
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
、
積
極

的
に
取
り
組
み
、

地
域
の
環
境
美
化
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
安

ら
い
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
花
や

緑
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
き
ま
す
。

22　
山
三
賀
有
志
の
会

①
山
三
賀
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
／
②
散

乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、
草
花
な
ど

の
植
栽
・
管
理
／
③
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
が
一
つ
に

な
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

通
勤
通
学
さ

れ
る
方
の
癒

し
に
な
っ
て

い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま

す
。

23　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
レ
ク

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
せ
い
ろ
う

①
事
業
所
内
駐
車

場
（
町
有
地
）
、

事
業
所
に
面
し
て

い
る
周
辺
道
路
お

よ
び
花
壇
／
②
散

乱
ご
み
の
収
集
、

除
草
、
草
花
な
ど

の
植
栽
・
管
理
／

③
今
年
度
か
ら
活
動
団
体
に
な
り
ま

し
た
。
施
設
を
訪
れ
た
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
花
壇
の
手

入
れ
と
道
路
の
ご
み
拾
い
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

24　
東
北
電
力
㈱

　
　
　
　
東
新
潟
火
力
発
電
所

①
臨
海
西
公
園
、
位
守
山
史
跡
公
園

お
よ
び
弁
天
潟
風
致
公
園
な
ら
び
に

各
公
園
周
辺
の
町
道
／
②
散
乱
ご
み

の
収
集
、
除
草
／
③
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ス
ロ
ー
ガ
ン「
よ
り
、

そ
う
、
ち
か
ら
」
に

基
づ
き
、
地
域
貢
献

の
一
環
と
し
て
、
不

定
期
で
は
あ
り
ま
す

が
聖
籠
町
管
理
の
公

園
や
町
道
の
ご
み
拾

い
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
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消 費 生 活消 費 生 活

役場町民課
消費生活センター

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

89
3月

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

１月相談受付状況
月 件数 主な相談内容
1月 8件 架空請求（ハガキ）（４）

架空請求（メール）（２）
光回線、新聞

訪問販売で高額な布団を契約
事例：「布団をクリーニングしませんか」と業者が

訪問してきたので布団を見せたところ、「ダニ

がいるので使えない」といわれ、新しい布団の

購入を勧められた。布団一式 70 万円といわれ

たが、高額なので敷布団だけ購入することにし

た。内金５万円を現金で支払い、残金は後日支

払うことにしたが、高額なので解約したい。

対策：クーリング・オフができます。
訪問販売で契約した場合は、法律で定められた書面を受け取った日か

ら８日間は、クーリング・オフで解約することができます。解除理由

は必要ありません。クーリング・オフの期間が過ぎても取り消しがで

きる場合があるので、あきらめずに消費生活センターに相談しましょ

う。また、訪問販売は断られてからの再勧誘が禁止されています。必

要ないと思ったときはきっぱり断りましょう。

仮想通貨への投資　儲かるはずが・・・
事例：「仮想通貨を買わないか。１００万円分の仮想通

貨を買えば２～３年後には２倍になる」と電話で言

われた。信じて購入することにし、ファミレスで担

当者に現金１００万円を渡した。その後しばらくは

連絡があったが、最近業者に電話がつながらなくな

った。（70歳代女性）

対策：仮想通貨はインターネットを通じて電子的に取引される電子データで、日本円やドルなどのように国がそ

の価値を補償しているものではありません。電話や訪問勧誘によるトラブルが高齢者を中心に増加しており、

またネットでの勧誘も増えています。仮想通貨は価格が急激に低下するなどのリスクが伴います。将来必ず
値上がりするものではありません。仕組みや取引に伴うリスクなどがよくわからなければ決して契約しない
でください。仮想通貨交換業者は金融庁・財務局への登録が義務付けられています。登録のない業者との取

引はやめましょう。登録の業者かどうかは金融庁・財務局のホームページで確認できます。

　【相談窓口】　●金融サービス利用者相談室　０５７０－０１６８１１
　　　　　　　　●消費生活センター　２７－１９５８　（または消費者ホットライン　１８８）

こんなトラブルにご注意！

も
う
か
る

話
は

ご
用
心
！

も
う
か
る

話
は

ご
用
心
！

　過去に利用した商品の未払いがあると思わせ、「裁判所
に訴状が提出された」「給与などを差し押さえる」などと
脅してお金を支払わせる手口です。
　ハガキに記載の電話番号には絶対電話しないでください。

「民事訴訟管理センター」からのハガキは
架空請求です。無視してください！!
「民事訴訟管理センター」からのハガキは
架空請求です。無視してください！!

（独）国民生活センター見守り新鮮情報より抜粋
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

１
月
16
日
（
火
）

■
平
成
29
年
度
第
１
回
総
合
教
育
会

議
を
開
催

　

町
長
と
教
育
委
員
会
が
町
の
教
育

行
政
で
重
点
的
に
講
ず
べ
き
措
置
に

つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行
う
聖
籠
町

総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
町
長
と
教
育
委
員

会
が
十
分
な
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と

で
、
本
町
の
教
育
行
政
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
を
し
て
お
り
、

今
回
は
、
来
年
度
の
教
育
施
策
の
重

点
事
業
や
教
育
振
興
計
画
の
案
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
議
事
録
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

１
月
23
日
（
火
）

■
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画

　
策
定
に
向
け
て
町
長
へ
答
申

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
期

間
と
す
る
第
３
次
聖
籠
町
男
女
共
同

参
画
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
１
月

23
日
に
聖
籠
町
男
女
共
同
参
画
計
画

策
定
委
員
会
か
ら
渡
邊
町
長
へ
、
計

画
の
方
向
性
に
つ
い
て
答
申
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

答
申
書
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
町
民
へ
の

男
女
平
等
意
識
の
浸
透
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
町
に
お
け

る
取
り
組
み
が
十
分
で
な
か
っ
た
た

め
、
役
場
庁
内
の
推
進
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
な
ど
が
提
言
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
こ
の
答
申
の
趣
旨
を
反

映
し
た
計
画
（
案
）
を
作
成
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。（
３
月
15
日
ま
で
）

計
画
（
案
）
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
役
場
庁
舎
や
図
書
館
な
ど

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
積
極
的

に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

町

民

課

■
人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　
　
　
斎
藤
豊ゆ
た
かさ
ん

　

人
が
人
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
権
利
を
「
人
権
」
と
い

い
ま
す
が
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、

人
権
が
侵
さ
れ
た
と
き
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
国
（
法
務
大
臣
）

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
の
こ
と
を
「
人

権
擁
護
委
員
」
と
い
い
ま
す
。

　

去
る
、
町
議
会
９
月
定
例
会
に
お

い
て
、　

齋
藤
豊
さ
ん
を
、
人
権
擁

護
委
員
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
平
成
30
年
１
月
１

日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を

受
け
、
１
期
目
（
３
年
任
期
）
の
委

員
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

な
お
、
聖
籠
町
に
は
現
在
５
名
の

人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
人
権
に

関
す
る
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会

１
月
25
日
（
木
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

�

第
23
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
２
件

・
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
２
件

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
１
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
14
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る（
利

用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理
権
）申

出
審
査
に
つ
い
て
・
・
・
・
６
件

・
平
成
30
年
度
聖
籠
町
農
作
業
別
標

準
料
金
表
に
つ
い
て

　

以
上
８
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

↑答申書を手渡す、藤本委員長（右）
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3 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O RM A T I O N

《相談事業》
ところ　役場２階　第１会議室
◆行政相談
　13日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線229）
ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　７日（水）、23日（金）
　午後1時～4時
◆無料弁護士相談（要事前予約）
　22日（木）午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27‐6767

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳児親子歯科健診
　５日（月）午後１時15分～
○２歳６か月児歯科健診
　12日（月）午後１時15分～
○３歳児健診
　15日（木）午後１時～
○乳児健診
　23日（金）午後１時～
◆学級
○マタニティママのリフレッシュ教室
　６日（火）午前９時30分～
○育児学級
　13日（火）午後１時30分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27‐6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

3
月

5
日	

中
学
校
卒
業
式

6
日
〜  

３
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

22
日	

こ
ど
も
園
修
了
式

23
日	

小
学
校
卒
業
式

28
日	

新
潟
港
開
港
１
５
０
周
年
・
海

フ
ェ
ス
タ
に
い
が
た
第
２
回
総

会

29
日	

下
越
土
地
開
発
公
社
理
事
会

	

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議

会

	

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事

務
組
合
議
会

	

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
議
会

場　　　　　所：役場１階ロビー
受 付 時 間：午前９時 30 分～正午
献血をできる方：満 16 歳～ 69 歳までの方

（65歳以上の献血者については、60歳～64歳の
間に献血履歴があることを必要条件とします。）

保健福祉課（町保健福祉センター内）☎２７－６５１１

～献血は、最も身近なボランティア～

献血にご協力をお願いします！
3月23日（金）役場に献血バスがきます

Ｊアラートによる情報伝達訓練

を行います

町民および町内事業所の皆さんへ
　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、情報伝達訓練を行います。
　この訓練は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を通じて送られてくる国の
緊急情報を、防災行政無線を用いて町民の皆さんにお伝えするための試験放送で
す。町内 58 か所に設置している防災行政無線のスピーカーと戸別受信機から、次
のとおり一斉放送を行います。ご理解、ご協力のほどをよろしくお願いします。
※全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは、地震・津波や武力攻撃などの緊急

情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。
※今年度は 11 月 14 日（火）にも同様の訓練を行っています。

● 日時
３月14日（水）午前11時頃
なお、災害の発生や気象状況によっては、試験放送を中止する場合があります。

● 放送内容
〈上り４音チャイム〉
「これは、Ｊアラートのテストです。」×３回
「こちらは、広報聖籠町です。」
〈下り４音チャイム〉
生活環境課　地域安全係（内線２８２）
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1 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

	 赤ちゃん	 保護者	 行政区

友
ゆ き な

紀奈 ちゃん	（坂上　里智）	 二本松

友
ゆ う

優 ちゃん	 （中村　　進）	 次第浜

睦
むつ

季
き

 ちゃん	 （坂上　悟史）	 亀　塚

結
ゆ ら

羅 ちゃん	 （古山　雄貴）	 亀　塚

蒼
あ お

凰 ちゃん	 （古山　雄貴）	 亀　塚

悠
ゆう

里
り

 ちゃん	 （芦田　　稔）	 汐美台

未
み と

桃 ちゃん	 （平野　政幸）	 次第浜

美
み き な

樹奈 ちゃん	（庵原　　慎）	 亀　塚

澄
す

晴
ばる

 ちゃん	 （西脇　竜二）	 二本松

花
は な

菜 ちゃん	 （榊原　悠太）	 東　山

十
と わ こ

和子 ちゃん	（星　　大輔）	 汐美台

裕
ゆ あ

逢 ちゃん	 （新保　裕也）	 山三賀

	 氏　名	 年齢	 行政区

赤　木　宇
う

　一
いち

 さん	（91 歳）	 桃　山

田　中　美
み え こ

江子 さん	（84 歳）	 二本松

渡　辺　國
くに

　男
お

 さん	（87 歳）	 蓮　野

遠　藤　ヨシイ さん	（94 歳）	 藤　寄

栁　　　武
たけ

　彦
ひこ

 さん	（76 歳）	 藤　寄

桜　井　七
しち

五
ご

郎
ろう

 さん	（90 歳）	 大夫興野

高　口　直
なお

　子
こ

 さん	（69 歳）	 大夫興野

細　野　ハツミ さん	（87 歳）	 亀　塚

宮　沢　久
きゅう

　次
じ

 さん	（79 歳）	 網代浜

渡　辺　清
せい

五
ご

郎
ろう

 さん	（100 歳）	網代浜

田　村　フ　ジ さん	（86 歳）	 次第浜

宮　下　ハ　ル さん	（99 歳）	 次第浜

渡　辺　ツルヱ さん	（84 歳）	 次第浜

鈴　木　宣
のぶ

　孝
たか

 さん	（75 歳）	 旭ケ丘

　渡　辺　広
ひろ

　和
かず

 さん
（志　賀）陽

よう

　子
こ

 さん ｝山大夫

　高　橋　洋
よう

　平
へい

 さん
（大　沢）ともみ さん ｝亀　塚

　前回（１０年前）の特別弔慰金の請求に引き続き、現在も第１０回
目の請求手続きを受け付けております。
　ご家族の中に戦没者のご遺族の方はいらっしゃいませんか？戦没者
の方の死亡当時の状況により、請求権の有無や請求順位が決まります。
前回請求された方が亡くなられている場合でも、その方以外に請求で
きる方がいらっしゃらないか、役場町民課で調査いたします。お心当
たりの方はおいでください。

役場町民課　町民サービス係　（内線１１１）
　または新潟県福祉保健課援護恩給室　☎０２５－２８０－５１８０

戦没者のご遺族の方は
� いらっしゃいませんか？
第10回特別弔慰金の請求手続きを
� お忘れなく！

―固定資産税について―
建物を取り壊していませんか？

～ 固定資産税の対象となっている未登記家屋の
取り壊しの届出をお願いします ～

前回（１０年前の手続き）

１．支給内容 … 額面２５万円、５年償還の記名国債
２．請求窓口 … 支給対象者がお住まいの市役所・町村役場
３．請求期間 … 平成２７年４月１日から平成３０年４月２日まで

（請求期間を過ぎると特別弔慰金を受けることができなくなり
ますので、請求漏れのないよう十分ご注意ください。）

弔慰金の内容について

同じ方が請求する ①請求書を提出する際、請求者の戸籍抄本
をとっていただきます。

②請求順位が同じ方がいる場合は、同意書
も必要です。

①次に請求できる方がいるかお調べします。
②請求者の戸籍抄本のほか、戦没者との関

係がわかる戸籍もとっていただきます。
③請求順位が同じ方がいる場合は、同意書

も必要です。

請 求 し た 方 が
亡くなっている

　固定資産税は、毎年１月１日現在で土地、家屋、償却資産を所
有している方にかかる税金です。昨年中（平成 29 年１月１日～
12 月 31 日）に取り壊した、または、取り壊し中の家屋は平成 30
年度から課税対象外となります。特に、未登記家屋については取
り壊されているかどうか把握できない場合がありますので税務財
政課まで滅失の届出をお願いします。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。

役場税務財政課　税務係（内線１４４）

間もなく請求期限（平成３０年４月２日）を迎えます。
今一度ご確認ください！
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第
３
期
聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
案
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

の
実
施
が
国
民
健
康
保
険
者
に
義
務

付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年

３
月
に
「
聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
特

定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
を
策
定

し
、
特
定
健
康
診
査
お
よ
び
特
定
保

健
指
導
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
平
成
24
年
３
月
に
策
定

し
た
第
２
期
計
画
の
計
画
期
間
が
終

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
35
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
第
３
期
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
計
画
の
策
定
を
町
民

の
皆
さ
ん
と
協
働
に
よ
り
行
う
た
め
、

計
画
案
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の

積
極
的
な
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

意
見
の
提
出
先

聖
籠
町
町
民
課
保
険
係

〒
９
５
７
‐
０
１
９
２

聖
籠
町
大
字
諏
訪
山
１
６
３
５
番

地
４

FAX
０
２
５
４
‐
２
７
‐
２
１
１
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

choum
in@

tow
n.seiro.niigata.jp

提
出
期
限

　

３
月
23
日
（
金
）
必
着

閲
覧
場
所

　

計
画
案
お
よ
び
参
考
資
料
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

　

紙
に
印
刷
し
た
も
の
は
次
の
２
か

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

①
役
場
町
民
課

②
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
貸
出
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

町
民
課
に
て
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
閲
覧
場
所

の
印
刷
物
は
持
ち
出
し
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
コ
ピ
ー
は
い
た
し
か

ね
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

意
見
提
出
用
紙

①
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け

②
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

提
出
方
法

　

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
・

閲
覧
場
所
の
回
収
箱
・
役
場
町
民
課

へ
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
な
ど
の
受
付

け
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格

　

町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
も
し
く

は
町
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

ご
意
見
の
活
用
方
法

　

ご
意
見
の
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、

計
画
の
策
定
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

結
果
の
公
表
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
役
場
町
民
課
で
行
い
ま
す
。
個
別

の
回
答
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
お
名
前
・

ご
住
所
・
ご
連
絡
先
の
電
話
番
号
や

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
除
き
、
全
て
公

開
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、

あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ご
意
見
の
中
に
特
定
の
個

人
を
識
別
し
う
る
記
述
が
あ
る
場
合

や
、
個
人
の
財
産
権
な
ど
を
害
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合

に
は
、
公
表
の
際
に
当
該
箇
所
を
伏

せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

個
人
情
報
の
利
用
目
的
・
範
囲

　

意
見
提
出
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
意
見

提
出
手
続
き
の
目
的
に
の
み
利
用
し
、

そ
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
留
意
し

て
他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

平
成
30
年
度
自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

役
場
町
民
課　
保
険
係

　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
７
）

自
衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所　
☎
０
２
５
４
︲
２
６
︲
５
６
１
９

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

一般・幹部
候補生　　

大卒程
度試験

22歳以上26歳
未満の者

３月１日

～

５月１日

1 次試験 ５月 12・13 日

2 次試験 ６月 12 ～ 15 日

3 次試験
海・空飛行要員のみ
海：７月９日～ 13 日
空：７月 14 日～８月２日

院卒者
試験　

修士課程修了
者等（見込含）
で、20 歳以上
28 歳未満の者

歯科・薬剤科
幹部候補生

専門の大卒（見込含）
20 歳 以 上 30 歳 未 満
の者（薬剤は 20 歳以
上 28 歳未満の者）

1 次試験 ５月 12 日

2 次試験 ６月 12 ～ 15 日

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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学校給食食材の
放射性物質　　
　　　測定結果

　聖籠町では、学校などの給食の安

全性を確認し、給食に対する保護

者などの不安を軽減することを目的

に、給食用食材の放射性物質検査を

実施しています。検査は毎週木曜日、

翌日（金曜日）に使用する食材の中

から１品目を選定して行い、再検査

となった食材は、給食に使用せず、

再検査を実施し公表しています。

　なお、町のホームページで最新の

検査結果を掲載しています。

子ども教育課　学校支援係
　（内線３０５）

検査
日

検査
品目 生産地

測定結果

放射性
ヨウ素 放射性セシウム

１３１ １３４ １３７

1月
11日 ごぼう 新潟県

（聖籠町）
検出
せず

検出
せず

検出
せず

1月
18日 人参 埼玉県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

1月
25日 キャベツ 神奈川

県
検出
せず

検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3 丁目 3 番 2 号）

※単位：Bq（ベクレル／㎏）

※この検査の検出限界値は、２０Bq ／㎏です。

検出限界値は、測定する条件や食材により異

なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器

で検出できる最小値（最小限度）のことをい

い、この値は測定環境（自然界に存在する大

気中の放射線量）、測定条件（時間重量など）、

検査対象品目によって異なります。

～
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
～

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

　
　
は
お
済
み
で
す
か
？

　

職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
対
策
は
、
職
場
で
の
人
間
関
係

を
良
好
に
保
ち
、
労
働
者
の
能
力
を

発
揮
し
や
す
い
環
境
整
備
の
た
め
に

は
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
職
場
に

お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
措
置
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
育

児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
妊
娠
・
出
産
・
育

児
休
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
措
置
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
も
防
止
の
た
め
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
労
働
局 

雇
用
環
境・均
等
室

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
１
１

新
潟
県
新
潟
労
働
相
談
所

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
労
働
者
、
事
業
主
を
問
わ
ず
、
労

働
問
題
で
お
困
り
の
方
は
労
働
相

談
専
用
電
話
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
５
０
‐
２
３
‐
６
１
１
０ 

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す

■
来
所
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
左

記
の
所
在
地
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新
潟
市
秋
葉
区
新
津
４
５
２
４
‐

１  
新
潟
地
域
振
興
局 

１
階
（
企

画
振
興
部
労
政
課
内
）

Ｊ
Ｒ
新
津
駅
か
ら
徒
歩
約
20
分
、

無
料
駐
車
場
あ
り

■
相
談
内
容

（
労
働
者
側
）「
賃
金
・
残
業
代
が
支

払
わ
れ
な
い
」「
突
然
解
雇
を
告

げ
ら
れ
た
」
な
ど

（
事
業
主
側
）「
対
応
に
困
っ
て
い
る

社
員
が
い
る
」「
初
め
て
組
合
か
ら

団
体
交
渉
を
申
し
込
ま
れ
た
」な
ど

■
相
談
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

毎
月
第
三
日
曜
日

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

�

（
電
話
相
談
の
み
）

～
適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を

　
　
　
　
実
施
し
ま
す
～

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、
不
得
意

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に

お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性

の
検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に

よ
り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

（
要
申
込
） 

定
員
10
名

３
月
15
日（
木
）�午
後
２
時
～
４
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
～
39
歳

で
就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

下
越
地
域
若
者

�

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
２
８
‐
８
７
３
５

電
話
受
付
時
間

平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

（
第
２
金
曜
日
は
休
館
日
）

聖
籠
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　

新
潟
聖
籠
病
院
で
は
「
第
６
回
聖

籠
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
同
時
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

３
月
17
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時

※
相
談
コ
ー
ナ
ー
は

�

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

新
潟
聖
籠
病
院
２
階

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

■
テ
ー
マ
・
内
容

・
講
演「
糖
尿
病
予
防
の
基
礎
知
識
」

新
潟
聖
籠
病
院

�

内
科　

江
森　

一
雅
医
師

・
体
操「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
体
操
」

新
潟
聖
籠
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

職
員

■
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

栄
養
・
健
康
・
お
薬
・
介
護
の

各
専
門
職
が
対
応
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

■
参
加
費　
無
料

■
申
し
込
み　
不
要

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
に
は
、
１
階

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
３
０
０
円
オ
フ
券

を
差
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
聖
籠
病
院
医
療
相
談
室

☎
０
２
５
‐
２
５
６
‐
１
０
１
３
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「
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

相
談
窓
口
」の
お
知
ら
せ

　

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の

方
々
が
抱
え
る
心
配
事
・
悩
み
事
の

相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す

（
電
話
、
面
接
い
ず
れ
も
可
）。

■
よ
ろ
ず
相
談

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
３
月
の
専
門
相
談

次
の
と
お
り
（
要
予
約
）

○
法
律
相
談
（
原
則
月
曜
）

３
月
5
・
12
・
19
・
26
日

午
後
１
時
30
分
～
４
時

○
不
動
産
の
鑑
定
・
利
活
用
の
相
談

相
談
日
時
は
そ
の
都
度
調
整

・

新
潟
県
高
齢
者

�

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
︲
２
８
５
︲
４
１
６
５

新
潟
市
中
央
区
上
所
２
︲
２
︲
２

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
内

愛
鳥
学
習
会
の
お
知
ら
せ

３
月
11
日
（
日
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

新
潟
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�

２
階　

大
会
議
室

野
鳥
の
基
礎
知
識
が
学
べ
る
初
心

者
向
け
の
学
習
会

■
料
金　
無
料

■
定
員　
先
着
80
名

■
申
込
期
限　
３
月
４
日
（
日
）

・

愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫
雲
寺

�

さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
︲
４
１
︲
４
５
０
０

そ
の
請
求
に
困
っ
た
ら

司
法
書
士
へ
！

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
平
成

30
年
３
月
を
「
そ
の
請
求
に
困
っ
た

ら
司
法
書
士
へ
」
強
化
月
間
と
題
し

て
借
金
、
奨
学
金
、
家
賃
な
ど
金
銭

の
請
求
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

３
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

（
土
日
祝
除
く
）

午
前
10
時
～
12
時

午
後
１
時
～
４
時

☎
０
２
５
︲
２
４
０
︲
７
９
７
４

※
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
担
当
司
法
書
士

の
電
話
番
号
を
ご
案
内
し
ま
す
。

借
金
、
奨
学
金
、
公
共
料
金
、
家

賃
な
ど
金
銭
債
権
の
請
求
を
受
け

て
い
る
方
の
相
談

■
相
談
料　
無
料

新
潟
県
司
法
書
士
会　
事
務
局

☎
０
２
５
︲
２
４
４
︲
５
１
２
１

ド
ラ
ム
式
洗
濯
乾
燥
機

使
用
に
関
す
る
注
意
！

　

ド
ラ
ム
式
洗
濯
乾
燥
機
は
誤
っ
た

使
い
方
を
す
る
と
、
中
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
窒
息
し
た
り
、
や
け
ど
や
感

電
、
け
が
を
す
る
な
ど
危
険
な
状
態

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

取
扱
説
明
書
の
記
載
内
容
を
守
る

と
と
も
に
、
特
に
小
さ
な
お
子
様
の

い
る
ご
家
庭
で
は
、
洗
濯
機
を
使
用

し
な
い
と
き
に
も
お
子
様
が
容
易
に

開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
「
チ
ャ
イ
ル

ド
ロ
ッ
ク
機
能
」
の
活
用
な
ど
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
お
子
様
に
ド
ラ
ム
内
を
の
ぞ
か
せ

な
い
！

　

ド
ア
が
閉
ま
る
と
閉
じ
込
め
ら

れ
て
窒
息
し
た
り
、
や
け
ど
、
け

が
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
こ
ん
な
時
は
故
障
の
お
そ
れ
が
あ

り
危
険
で
す

　

コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
に
触
れ
て
感

電
し
た
り
、
ド
ア
に
手
を
挟
ん
で

け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
チ
ャ
イ
ル
ド
ロ
ッ
ク
機
能
の
活
用

を
！

　

メ
ー
カ
ー
に
よ
り
操
作
方
法
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
取
扱
説
明
書

を
確
認
い
た
だ
く
か
、
各
メ
ー
カ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
使
用
後
は
ド
ア
を
閉
め
て
！

　

近
く
に
乗
り
や
す
い
台
な
ど
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
日
本
電
機
工
業
会

☎
０
３
‐
３
５
５
６
‐
５
８
８
７

検
察
審
査
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
、

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察

庁
へ
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
、
そ
の

事
件
を
裁
判
に
し
て
く
れ
な
い
（
不

起
訴
と
い
い
ま
す
。）

　

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方

は
、
検
察
審
査
会
に
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
や
申
し
立
て
の
費
用
は
一
切
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
が
あ
る

一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
で
、
検
察
官

が
裁
判
に
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
審
査
し
ま
す
。

新
発
田
検
察
審
査
会
事
務
局

（
新
潟
地
方
裁
判
所
新
発
田
支
部

内
）

☎
０
２
５
４
‐
２
４
‐
８
４
６
７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
公
的
職

業
訓
練
）
は
、
こ
れ
か
ら
働
こ
う
と

す
る
方
、
ま
た
働
い
て
い
る
方
が
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
希
望
す
る
就
職
を

実
現
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
、

就
職
に
必
要
な
職
業
ス
キ
ル
や
知
識

を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受

講
料
は
無
料
（
教
材
な
ど
の
負
担
あ

り
）
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田

☎
０
２
５
４
︲
２
７
︲
６
６
７
７
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聖籠中学校オープンスクール／
『聖籠中学校の未来を語る会』

宝くじの助成金で購入しました
　（一財）自治総合センターでは、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図り、地域社会の健全な発展と住民福祉の
向上に寄与することを目的に、宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニティ助成事業を実施しています。この助成事
業を活用し、文化活動団体『聖籠太鼓 響 sato - oto』では、アウトリーチ事業充実のため、太鼓などを購入しました。

　　　　　　　～ 聖籠中学校は、地域と共に創る学校です ～
◆と　き　　3 月 17 日（土）
◆ところ　　聖籠中学校　体育館
◆内　容　　【オープンスクール】

午前 8 時 45 分～ 11 時 35 分
午後 0 時 55 分〜 1 時 45 分　｝ご自由に授業を参観してください。

【聖籠中学校の未来を語る会】
第１部　講演会　　　　　　　　　　　　　午後 2 時～ 3 時
　　　　講師：アルビレックス新潟サッカースクール スクールマスター　高橋 直樹 氏
　　　　演題：「夢をもつ大切さ」（仮）
第２部　学校運営協議会の活動について　　午後 3 時～３時 30 分
　　　　聖籠中学校 吹奏楽部の演奏
◇申し込みは必要ありません。皆さん ふるってご来場ください。

主催：聖籠中学校学校運営協議会／聖籠中学校　共催：聖籠中学校ＰＴＡ
お問い合わせ：聖籠中学校　☎ 27－7080

お問い合わせ　社会教育課（町民会館内）　☎２７−２１２１
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区分
年

1 月
発生件数 死者数 傷者

平成30年 1 0 1
平成29年 2 0 2
増　減 -1 0 -1

３月はシートベルト・
チャイルドシート着用強化月間

カチッとベルトパーフェクト運動

保護者の協力で成り立っています！
こども園での
幼児交通安全教育は

　シートベルトやチャイルドシートは、交通事故の衝撃から命を守ってくれる
「命綱」です。車に乗ったら、全座席でシートベルトを着用しましょう。
　また、かわいい子どもたちの命を守るために、必ずチャイルドシートに乗せ
てカチッとベルトを締める習慣をつけましょう。

　一年間、交通事故にあわないで交通ルールを守ってくれた全園児に交通安全メダルをそれぞれの園の保護者が
心をこめて作ってくれました。交通レンジャーからメダルを手渡されると、子どもたちはとても喜んでいました。

平成３０年度新潟県交通災害共済
加入受付中！！

交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.190

今日も一日交通安全

町の交通事故発生状況

蓮潟こども園（そだちの家にて）

　車に乗る時は、

シートベルト・

チャイルドシート

を必ずしめ、かわ

いいお子さんを守

って下さいね。

亀代こども園 蓮潟こども園 蓮野こども園

メダルを手渡す交通レンジャー横断歩道を渡る園児たち

３園新入園児保護者会でチャイルドシート着用の呼びかけ３園新入園児保護者会でチャイルドシート着用の呼びかけ

☆交通レンジャーがこども園へやってきた！☆☆交通レンジャーがこども園へやってきた！☆

　交通レンジャーから

「しっかり止まって手をあげ

て右、左、もう一度右を見て、

車が止まってくれたら渡ろう

ね。」

　余裕をもって安全運転

してね。加入された方が

もし、交通事故にあって

７日以上通院したら交通

災害共済を申請してね。

【会　　費】　１人　年額５００円
※途中で加入する場合も同額です。

【加入手続】　加入申込書に記入のうえ、お近くの
金融機関（ゆうちょ銀行は除く）、または、
役場２階生活環境課窓口へ申し込み下さい。

【共済期間】　３月 30 日（金）までに申し込まれた方は、平成 30 年
４月１日から平成 31 年３月 31 日までが共済期間です。
４月１日以降に申し込まれた方は、申し込みの翌日か
ら平成 31 年３月 31 日までが共済期間です。

※会費１人５００円は変わりませんので、３月中に申し
込まれることをお勧めします。
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新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

お問い合わせ　子ども教育課（学校給食調理場）　管理栄養士　☎２７－７７３０

米粉と大豆のよさを知ろう！
～感謝して食べよう～

町
の
宝
で
〜
す

１
月
の
乳
児
健
診
か
ら

田澤 将
しょうい

伊 ちゃん

横山 暁
あか

音
ね

 ちゃん

加茂 礼
れい

菜
な

 ちゃん

庭野 涼
すず

葉
は

 ちゃん

松本 健
けん

杜
と

 ちゃん

曽我 千
ち

暁
あき

 ちゃん

伊藤 湊
みなと

 ちゃん

渋谷 音
おと

巴
は

 ちゃん

元
気
に
育
っ
て
ね
！

　

こ
の
写
真
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
て
い
る
乳
児
健
診
会
場
で
主
に
４
か

月
健
診
対
象
乳
児
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

み ん な の ひ ろ ば

　普段何気なく食べている給食ですが、食べ物を育てる人や、運ぶ人、料理をする人など
さまざまな人たちが関わっています。感謝の気持ちを伝えられたでしょうか。

　１月 22 日（月）から 26 日（金）までの 1 週間は学校給食週間でした。
　町でとれた「大豆」や、その大豆を使って作られた「大豆製品」、町の加工センターで製造
された「米粉」、里いもやねぎ、漬け菜、梅干しなどの「聖籠産野菜」がたっぷり使用された
メニューが、給食に登場しました。
　また、いつも安心安全なおいしい食材を提供してくださっている生産者のみなさんと、こ
ども園、小学校の子どもたちが給食を一緒に食べる「交流給食会」も行われました。

交流給食会
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戦
い
へ

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
２
０
１

８
シ
ー
ズ
ン
の
戦
い
が
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
す
！
１
月
11
日
（
木
）
に
チ

ー
ム
が
始
動
す
る
と
、
そ
の
２
日
後

に
は
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

主
催
で
、「
２
０
１
８
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
激
励
会
」
が
開
催
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
か

ら
パ
ワ
ー
を
受
け
取
っ
た
選
手
た
ち
。

Ｊ
１
昇
格
へ
の
思
い
を
、
さ
ら
に
強

固
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
17
日
（
水
）
か
ら
は
毎
年

恒
例
の
高
知
キ
ャ
ン
プ
を
ス
タ
ー
ト
。

キ
ャ
ン
プ
序
盤
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
体

幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
ベ
ー
ス
と

な
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
を
鍛
え
る
メ
ニ
ュ

ー
が
多
く
、
選
手
た
ち
は
険
し
い
表

情
を
浮
か
べ
な
が
ら
必
死
で
食
ら
い

つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

２
週
目
以
降
は
戦
術
的
な
練
習
の

割
合
も
増
え
、
チ
ー
ム
の
骨
格
を
構

築
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。
就
任
会
見
で
鈴
木
政
一
監
督

は
、「
判
断
」
を
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ

に
挙
げ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
そ
れ
が
強
調
さ
れ

る
場
面
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。「
ど

ん
な
に
い
い
技
術
を
持
っ
て
い
た
と

し
て
も
、
判
断
を
間
違
え
ば
ミ
ス
に

な
っ
て
し
ま
う
」
と
鈴
木
監
督
。
目

指
す
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
で
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
攻
撃
サ

ッ
カ
ー
」
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

選
手
が
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
、
強
固

な
結
び
つ
き
を
持
っ
て
戦
う
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
知
キ
ャ
ン
プ
の
途
中
に

は
、
新
戦
力
加
入
発
表
の
ニ
ュ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。
韓
国
の
釜
山
ア
イ

パ
ー
ク
か
ら
完
全
移
籍
加
入
と
な
る

安
田
選
手
も
、「
新
潟
の
地
で
皆
さ

ん
と
共
に
、
１
年
で
Ｊ
１
に
上
が
れ

る
よ
う
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を

１
０
０
％
出
す
」
と
、
大
い
に
闘
志

を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
パ
ワ
フ
ル
な

攻
撃
参
加
が
特
徴
で
、
日
の
丸
を
背

負
っ
て
戦
っ
た
経
験
も
持
つ
安
田
選

手
。
本
当
に
頼
も
し
い
存
在
が
、
新

潟
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

２
月
の
中
旬
か
ら
行
わ
れ
た
御
前

崎
キ
ャ
ン
プ
で
も
、
チ
ー
ム
内
で
絶

え
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け

な
が
ら
、
完
成
度
を
高
め
て
い
き
ま

し
た
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
も
戦
術
面
も

抜
か
り
な
く
、
準
備
は
万
端
。
あ
と

は
自
信
を
持
っ
て
、
リ
ー
グ
戦
に
力

を
ぶ
つ
け
て
い
く
だ
け
で
す
。

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
ホ
ー
ム

開
幕
戦
は
３
月
３
日
（
土
）、
デ
ン

カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
松

本
山
雅
Ｆ
Ｃ
と
対
戦
し
ま
す
。
相
手

サ
ポ
ー
タ
ー
も
大
挙
し
て
押
し
寄
せ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

を
上
回
る
オ
レ
ン
ジ
の
パ
ワ
ー
で
迎

え
撃
ち
、
勝
点
３
を
も
の
に
し
ま
し

ょ
う
！
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
お
運
び
い

た
だ
き
、
選
手
た
ち
に
熱
い
ご
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
‼

レ
デ
ィ
ー
ス
始
動
！

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
は
１
月
25
日
（
木
）
に
チ
ー
ム
始

動
と
な
り
、
同
日
に
新
潟
聖
籠
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
２
０
１
８
シ
ー
ズ

ン
の
新
体
制
発
表
記
者
会
見
を
行
い

ま
し
た
。
会
見
に
は
新
指
揮
官
の
山

崎
真
監
督
、
新
加
入
の
イ 

ヒ
ョ
ギ

ョ
ン
選
手
、
入
江
未み

き希
選
手
、
平
尾

知ち

か佳
選
手
が
出
席
。
報
道
陣
の
前
で
、

力
強
く
意
気
込
み
や
抱
負
な
ど
を
述

べ
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
に
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
Ｕ
‐
13
の
監
督
を
務
め
た
山
崎

監
督
は
、
10
年
ぶ
り
に
新
潟
で
指
揮

を
執
る
喜
び
と
共
に
、「
精
一
杯
努

め
、
ク
ラ
ブ
の
強
化
、
発
展
に
貢
献

し
た
い
」
と
決
意
を
表
明
し
て
い
ま

し
た
。
会
見
で
掲
げ
ら
れ
た
目
標
は
、

「
リ
ー
グ
戦
３
位
以
内
」。
シ
ー
ズ
ン

を
通
し
て
積
み
上
げ
を
し
な
が
ら
、

成
長
と
結
果
を
追
い
求
め
て
い
き
ま

す
。

　

新
た
に
加
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
も
、

楽
し
み
な
顔
ぶ
れ
が
並
び
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
が
遺
憾
な
く
強
み
を
発
揮
し

な
が
ら
、
チ
ー
ム
内
競
争
を
さ
ら
に

活
性
化
さ
せ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
。
浦

和
レ
ッ
ズ
レ
デ
ィ
ー
ス
か
ら
の
加
入

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

↑Ｊ１昇格へ、思いはひとつ！
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と
な
る
Ｇ
Ｋ
平
尾
知
佳
選
手
は
、「
持

ち
味
は
ク
ロ
ス
の
飛
び
出
し
と
シ

ュ
ー
ト
ス
ト
ッ
プ
」
と
話
し
ま
す
。

１
７
３
㎝
の
長
身
は
、
な
で
し
こ
リ

ー
グ
で
も
稀
有
な
存
在
。
チ
ー
ム
の

ピ
ン
チ
を
救
う
活
躍
に
期
待
が
か
か

り
ま
す
。

　

３
月
に
入
り
、
リ
ー
グ
戦
の
開
幕

も
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。
手
強
い
チ

ー
ム
ば
か
り
が
そ
ろ
う
プ
レ
ナ
ス
な

で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
で
す
が
、
一
戦

一
戦
勝
利
に
こ
だ
わ
り
、
皆
様
の
声

援
を
力
に
変
え
て
闘
い
抜
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
一
心
同
体
で
、
上
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
２
０
１
８

シ
ー
ズ
ン
も
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス
に
熱
い
サ
ポ
ー
ト
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

３
月
の
試
合
予
定

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ
〉

第
２
節　

３
月
３
日
（
土
）

vs
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

午
後
３
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
３
節　

３
月
11
日
（
日
）

vs
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
４
節　

３
月
17
日
（
土
）

vs
横
浜
Ｆ
Ｃ

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

ニ
ッ
パ
ツ
三
ツ
沢
球
技
場

第
５
節　

３
月
21
日
（
水
・
祝
）

vs
愛
媛
Ｆ
Ｃ

午
後
３
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
６
節　

３
月
25
日
（
日
）

vs
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
〉

第
１
節　

３
月
21
日
（
水
・
祝
）

vs
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ・レ
デ
ィ
ー
ス

正
午
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
２
節　

３
月
24
日
（
土
）

vs
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・

千
葉
レ
デ
ィ
ー
ス

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

フ
ク
ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ

【
開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等
部
女
子
】

　

開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等
部
女
子

（
以
下
、
女
子
高
等
部
）
が
出
場
し

た
第
26
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
が
２
０
１
７
年

12
月
30
日
か
ら
２
０
１
８
年
１
月
７

日
ま
で
の
５
日
間
、
兵
庫
県
内
５
つ

の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
26
回
全
日
本
高
等
学
校
北
信
越

大
会
で
優
勝
し
本
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
た
女
子
高
等
部
は
、
今
回

の
出
場
で
５
度
目
の
全
国
大
会
へ
の

挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
回
戦
は
四
国
学
院
大
学
香
川
西

高
校
（
四
国
第
２
代
表
／
香
川
県
）

と
対
戦
し
ま
し
た
。
前
半
38
分
に
Ｐ

Ｋ
を
獲
得
し
近
藤
選
手
が
落
ち
着
い

て
Ｐ
Ｋ
を
決
め
て
女
子
高
等
部
が
先

制
し
そ
の
１
点
を
守
り
切
り
１
︲
０

で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

続
い
て
２
回
戦
は
岡
山
県
作
陽
高
校

（
中
国
第
１
代
表
／
岡
山
県
）
と
対

戦
し
ま
し
た
。
前
半
に
３
点
取
ら
れ

後
半
に
折
り
返
し
１
点
を
決
め
ら
れ

て
し
ま
い
０
︲
４
と
残
念
な
が
ら
敗

戦
と
な
り
ま
し
た
。
今
大
会
で
は
敗

戦
に
な
り
ま
し
た
が
、
女
子
高
等
部

と
し
て
５
度
目
の
全
国
大
会
で
初
め

て
１
回
戦
を
勝
利
し
突
破
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
女
子
高
等
部
の
２
０
１

７
シ
ー
ズ
ン
の
全
日
程
が
終
了
し
ま

し
た
。
１
年
間
た
く
さ
ん
の
応
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
新

た
な
シ
ー
ズ
ン
は
２
０
１
７
シ
ー
ズ

ン
よ
り
も
結
果
を
残
し
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
熱
い
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

�

移
籍
情
報
】

　

こ
の
度
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
よ

り
髙
橋
成な

る

樹き

選
手
が
育
成
型
期
限
付

き
移
籍
で
加
入
す
る
こ
と
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
移
籍
期
間
は
２
０

１
９
年
１
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

髙
橋
選
手
（
19
歳
）
は
、
山
形
県

出
身
で
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
モ
ン
テ

デ
ィ
オ
山
形
の
下
部
組
織
に
所
属

し
、
６
年
間
プ
レ
ー
し
、
２
０
１
７

年
よ
り
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
昇
格
し
ま

し
た
。

　

山
形
か
ら
聖
籠
へ
武
者
修
行
に
来

た
髙
橋
選
手
を
皆
さ
ま
の
暖
か
い
声

援
で
迎
え
ま
し
ょ
う
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【 問い合わせ先 】
〒957-0103 北蒲原郡聖籠町網代浜925-1
TEL　0254−32−5357
FAX　0254−32−5358
学校HP　http://team.cupsnet.com/
学校Twitter　@JAPAN_Soccer_C
チーム公式HP　http://team.cupsnet.com/
チーム公式Twitter　@jyappi

Ｓ
Ｎ
Ｓ
更
新
中！

↑左から、イ ヒョギョン選手、入江選手、山崎監督、平尾選手
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み ん な の ひ ろ ば

パ
パ
と
つ
く
ろ
う
！

マ
マ
に
贈
る
ラ
ブ
リ
ー

ス
イ
ー
ツ
♥

中
国・綏す
い

芬ふ
ん

河が

市
長
が

町
長
を
表
敬
訪
問

在
学
中
に
資
格
取
得
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
か
ら
喜
び
の

報
告

Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等
部
女
子
が

全
国
大
会
の
結
果
を

報
告

町
の
農
業
振
興
に
一
役
！

新
潟
県
農
業
会
議

　
　
　
　
会
長
賞
を
受
賞

　

新
潟
県
は
、
自
ら
の
農
業
経
営
の

改
善
お
よ
び
先
進
的
な
生
産
技
術
の

活
用
な
ど
に
取
り
組
み
、
優
れ
た
実

績
を
上
げ
て
い
る
農
業
者
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
町
か
ら
金
助
農
業
㈱

さ
ん
（
亀
塚
）
が
、
平
成
29
年
度
新

潟
県
優
良
農
業
経
営
体
等
表
彰
事
業

で
新
潟
県
農
業
会
議
会
長
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

金
助
農
業
㈱
さ
ん
は
、
積
極
的
に

農
地
を
借
り
受
け
、
規
模
拡
大
を
図

っ
て
い
る
点
や
作
っ
た
お
米
に
『
せ

い
ろ
う
こ
そ
だ
て
米
』
と
名
前
を
付

け
て
販
売
し
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一

部
を
子
育
て
支
援
団
体
へ
寄
付
す
る

な
ど
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
優
良
農

業
者
の
部
、
経
営
改
善
部
門
で
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
の
振
興
に
、
ご
尽
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
お
父

さ
ん
を
対
象
に
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
に
お
母
さ
ん
へ
送
る
お
菓
子
づ
く

り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
の
男
女
共
同
参

画
事
業
と
し
て
、
男
性
の
家
事
へ
の
参

画
促
進
を
目
的
と
し
て
、（
公
財
）新
潟

県
女
性
財
団
と
共
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
親
子
７
組
15
人
が
参
加

し
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
マ
フ
ィ
ン
と
マ

シ
ュ
マ
ロ
シ
リ
ア
ル
バ
ー
づ
く
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
指
導
の
も
と
、楽
し
み
つ
つ
、

時
々
苦
戦
も
し
な
が
ら
大
好
き
な
お

母
さ
ん
の
た
め
に
一
生
懸
命
親
子
で

力
を
合
わ
せ
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
か
わ
い
く
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
て
で
き
あ
が
り
！
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
お
母
さ
ん
も
き
っ
と
喜
ん
で
く

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
‼

　
（
未
入
稿
）

　

中
国
黒
龍
江
省
綏
芬
河
市
の
王

お
う
き
ょ
う興

柱じ

市
長
ら
代
表
団
が
、
県
内
で
開
催

さ
れ
た
国
際
会
議
へ
の
出
席
に
合
わ

せ
て
来
県
し
、
渡
邊
町
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

綏
芬
河
市
は
、
ロ
シ
ア
と
の
国
境

付
近
に
あ
る
人
口
約
17
万
人
の
物
流

産
業
が
盛
ん
な
都
市
と
し
て
、「
黒

龍
江
省
の
玄
関
口
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
の
自
治
体
と
友
好
関
係
を
築

く
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
黒
龍
江
省

と
の
関
係
が
深
く
、
東
港
が
立
地
し

中
国
経
済
と
も
結
び
つ
き
が
強
い
聖

籠
町
に
興
味
を
持
た
れ
た
こ
と
で
、

今
回
の
訪
問
に
至
り
ま
し
た
。

　

王
市
長
は
、「
聖
籠
町
は
美
し
く

豊
か
な
町
。
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
た
こ

と
に
対
し
、
渡
邊
町
長
は
、「
経
済

活
動
が
活
発
な
綏
芬
河
市
と
は
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
交
流
の
可
能
性
が
あ

る
。」と
訪
問
を
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
研
究
科
３
年
生
の

山
口
鈴す

ず

佳か

さ
ん
が
、
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
女
子
１
級
審
判
員
資
格
を
取
得

し
、
町
長
へ
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

専
門
学
校
在
学
生
と
し
て
は
全
国

初
の
快
挙
だ
と
い
う
こ
と
で
、
町
長
は

「
町
内
の
学
校
か
ら
出
た
と
い
う
の

は
誇
ら
し
い
こ
と
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

１
級
審
判
は
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ

な
ど
で
主
審
を
務
め
ら
れ
る
資
格
で
、

山
口
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
全
国
大

会
に
参
加
し
て
い
て
、
月
に
50
以
上

の
試
合
を
こ
な
す
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。「
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
聖
籠
に

貢
献
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

高
等
部
１
年
生
の
小
河
原
彩あ

や

花か

さ
ん

と
磯
部
奈な

津つ

さ
ん
が
、
12
月
に
開
催

さ
れ
た
第
26
回
全
日
本
高
等
学
校
女

子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
出
場
し

た
結
果
を
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
残
念
な
が
ら
２
回
戦
敗
退

で
し
た
が
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
初
の

ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
、
着
実
に

力
を
つ
け
て
き
て
い
ま
す
。

　

試
合
に
出
場
し
た
小
河
原
さ
ん

は
「
相
手
に
通
用
し
た
部
分
も
あ
る

が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
た
く
さ
ん
あ

る
。も
っ
と
力
を
磨
い
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

1
25

2
1

2
1

2
8

1
12

～
お
菓
子
づ
く
り
教
室
を
開
催
～

↑審判７つ道具のひとつであるワッペンを
手に町長と記念撮影する山口さん（右）

↑小河原さん（中央）と磯部さん（右）はまだ１年生。
これからの活躍が楽しみです。

↑聖籠町と綏芬河市、互いの特
色について情報交換する渡邊
町長（左）と王市長（右）

↑父と子の力作ですね！

↑表彰式の様子。おめでとうございます！
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第14回 新潟教育アート展入賞作品

奨励賞  亀代こども園年少

渡辺 りんかさん

奨励賞  山倉小学校５年

碓井 楠
な な

々さん

奨励賞  亀代こども園年少

渡辺  仁
じん

さん

奨励賞  亀代小学校６年

本間 かりんさん

奨励賞  山倉小学校１年

冨樫 琉
りゅうせい

晴さん

奨励賞  蓮潟こども園年長

長谷川 愛
まな

斗
と

さん

奨励賞  蓮野こども園年少

二宮 斗
と あ

彩さん

優秀賞　山倉小学校３年

遠藤 龍
り

虎
とら

さん

奨
励
賞  

山
倉
小
学
校
５
年

渡
辺 

彩あ

こ心
さ
ん

　下越美術教育研究会主催の「第 14 回新潟教育アート
展」で約２万点を超える応募の中から、平面作品部門で
入賞した町の園児・児童 24 名の作品を 23 ～ 25 ペー
ジでご紹介します。

下越美術教育研究会
　下越地方の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、
特別支援諸学校において、図画工作・美術教育に
関わる教員で構成される研究会



広報聖籠 H30.3　2425　H30.3 広報聖籠

第14回 新潟教育アート展入賞作品

奨励賞  亀代小学校６年

髙橋 永
えいじん

尽さん

奨励賞  蓮野小学校４年

渡辺 愛
あい

花
か

さん

奨励賞  蓮潟こども園年長

高橋 陽
ひ な た

菜向さん

奨励賞  亀代こども園年少

高橋 青
あお

葉
ば

さん

奨励賞  蓮潟こども園年長

羽田野 真
ま お

央さん

奨励賞  蓮野小学校２年

樋口 蒼
そ ら

空さん

奨励賞  亀代小学校３年

本間 陽
ひ な た

向さん

奨励賞  亀代こども園年少

鈴木  師
つかさ

さん

奨励賞  蓮野こども園年少

本間 健
たけあき

晃さん

奨励賞  蓮潟こども園年少

佐藤 那
いつ

樹
き

さん

優
秀
賞
　
山
倉
小
学
校
１
年

大
野 

夏な
つ

寧ね

さ
ん

優秀賞　蓮野小学校２年

齋藤  龍
りゅう

さん

優秀賞　蓮野こども園年長

星野 月
る な

桜さん

奨
励
賞  

亀
代
小
学
校
２
年

中
村 

優ゆ

月づ
き

さ
ん

奨
励
賞  

蓮
野
こ
ど
も
園
年
中

二
宮 

凛り

ん音
さ
ん

優
秀
賞

　
亀
代
こ
ど
も
園
年
中

曽
我
部 

陽ひ

な

た向
さ
ん

入
選

　
亀
代
こ
ど
も
園
年
中

高
橋 

陽ひ

な

か

菜
花
さ
ん

入
選

　
亀
代
こ
ど
も
園
年
中

高
地  

煌き
ら

さ
ん

入
選

　
亀
代
こ
ど
も
園
年
中

高
松 

莉り

お織
さ
ん

第36回全国児童画
コンクール入賞作品
　日本児童画振興会などが主催する「第 36回
全国児童画コンクール」で入賞した町の園児
４名の作品をご紹介します。
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亀代こども園

蓮野こども園 蓮潟こども園

こ
こ
ろ
の
鬼
を

や
っ
つ
け
ろ！

　

１
月
29
日
と
２
月
２
日
に
町
内
の
こ
ど

も
園
で
節
分
の
行
事
「
豆
ま
き
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

襲
い
か
か
る
赤
鬼
・
青
鬼
に
泣
き
出
す

子
も
い
ま
し
た
が
、
勇
気
を
出
し
て
「
鬼

は
そ
と
！
福
は
う
ち
！
」
と
、
一
生
懸
命

に
豆
を
投
げ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
心
の
中
に
い
た
い
じ
わ
る
鬼
や
、

好
き
嫌
い
鬼
を
見
事
追
い
払
っ
た
園
児
た

ち
は
、
最
後
に
福
の
神
か
ら
福
豆
を
も
ら

い
、
年
の
数
だ
け
食
べ
ま
し
た
。

　

１
月
20
日（
土
）、
亀
塚
集
落

の
伝
統
行
事
「
亀
塚
練
馬
」
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

亀
塚
練
馬
は
、
享
保
４
年

（
１
７
１
９
年
）か
ら
約
３
０
０

年
続
く
町
の
無
形
民
俗
文
化
財

で
、
長
さ
約
４
メ
ー
ト
ル
、
重

さ
約
３
０
０
㎏
と
も
い
わ
れ
る

巨
大
な
し
め
縄
（
練
馬
）
を
、

数
え
年
で
19
歳
と
42
歳
に
な
る

男
性
が
担
ぎ
歩
き
、
集
落
内
の

神
社
に
奉
納
す
る
勇
壮
な
行
事

で
す
。

　

当
日
は
、
時
折
冷
た
い
雨
が

降
る
中
、「
い
っ
ぽ
ん
な
れ
や
！
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
練
馬
を
威

勢
よ
く
押
し
上
げ
な
が
ら
、
約

１
時
間
か
け
て
練
り
歩
き
、
無

事
に
神
社
へ
奉
納
し
ま
し
た
。

　

担
ぎ
手
か
ら
は
、「
と
て
も
重

か
っ
た
、
文
化
の
重
み
を
感
じ

ま
し
た
。」と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

盛
大
に
開
催！

亀
塚
練
馬


